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◆◇令和４年もよろしくお願いします◇◆ 

  保護者・地域の皆さま、昨年は本校の教育活動にご理解、そしてご協力をいただき、ありがとうございました。本

校の生徒たちが、ご家族や地域の皆さまの励ましや温かい見守りの中で、学校生活を過ごすことができました。 

  先日興味深い新聞記事を読みました。（読売新聞より）小学４年生から中学３年生を対象に、メディアの多様化が

子どもたちの意識をどのように変えたかについて調査をした結果、さまざまなニュースを入手する方法としてSNS

と回答した全体の割合は５６．３％だったということです。その傾向は当然ながら学年をあがるにつれて増加し、中学

３年生では75.2%だそうです。さらに中学３年生の回答に限ると、見聞きする情報の発信元を確認するか否かにつ

いては、「確かめる」と答えた生徒が４９％「確かめない」と答えた生徒が４７％という結果になったそうです。「確か

めない」と答えた生徒の割合がもっと多いと感じていただけに、その結果に少々驚きを感じました。ただ一方で、

SNSから入手した記事を「そのまま信じられる」と回答した生徒の割合も半数近くおり、新聞記事では、フェイクニュ

ースやデマがたくさんあるのだ、という認識のもと、小中学生の早い段階からその事実や怖さを教えていくことが大

切、と締めくくられていました。 

SNSから発信される情報の確からしさ、信ぴょう性を導き出して自分の答えを出すことはなかなか難しい現実で

あると感じます。それらの記事を「ほとんどそうかもしれない」と信じてしまう傾向も多いことも確かです。だからこ

そ、できるだけ多くの情報を集め、同時に批判的な思考でも考えつつ、一つひとつの物事を見ていくように日頃から

心がけていくことが大切なのだと改めて思います。 

令和３年度も残り２か月となり、まとめの時期になりました。感染症のことも含めて色々な不安を抱えている方も

いると思います。集会時に話題にしましたが、今こそ日常の小さな気付きや当たり前の積み重ねを大切にしていきた

いものです。保護者の皆様、引き続き生徒たちの学校生活、教育活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も校内書初め展が開催されました。「不言実行」「理想

の実現」「信念を貫く」など、力強い新たな決意を込めた文

字が教室内一面に並ぶ様子は、壮大で、とても緊張感の

ある眺めでした。クラス展示終了後、金賞と銀賞の作品が 

昇降口に掲示されています 
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   校内書初め展開催       

 

青葉区書写展、市総合文化祭

書写展にも出品しました。 
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図書館司書     梶村 ちほ 

 

27年前の1月17日早朝に発生した阪神

淡路大震災により 6434 人が犠牲になりま

した。3月11日で東日本大震災から11年目

を迎えます。大正12年（1923年）の関東大

震災からもう 99 年です。４つのプレートの

境界上に位置する日本列島では古来より地

震が繰り返されています。学校図書館には

防災に関する本が多数ありますが、その中

から3冊ご紹介します。 

 

『マンガでわかる災害の日本史』（磯田道史 池田書店）は古文書に残る奈良時代からの自然災害の痕跡を読み解

き、必ず来るといわれている南海トラフ巨大地震への備えを呼びかけます。では、どう備えたらよいでしょうか？『地

震イツモノート キモチの防災マニュアル』（地震イツモプロジェクト編 渥美公秀監修 寄藤文平絵 ポプラ社）は「ど

んな時にでも心の底で備えていなければいけない」でも「地震の瞬間は何もできない、と考える」「ライフラインが止

まる。それは原始生活以下になるということです。」と教えてくれます。これが 27年前の阪神淡路大震災を経験した

人たちの実感です。被災生活の経験から考えられた工夫の数々には「なるほど」と思うことがたくさんあります。大き

な災害のあと学校の体育館などが避難所になる「一次避難」をしますが、状況が落ち着いたら自分や家族の安全性

に配慮したうえで「在宅避難」になる可能性があります。電気ガス水道などのライフラインが十分に復旧しないままの

生活をどう乗り切るか、経験された方の知恵には学ぶことがたくさんあります。 

12月に家庭科で約 2年ぶりの調理実習「ポリ袋調理のパスタ」があり、学校図書館にもお裾分けをいただきまし

た。とてもおいしいツナトマトのパスタでした。「ポリ袋調理」は被災生活の水不足・道具不足の中でも衛生的に調理

できるように工夫された「防災レシピ」です。『クックパッド防災レシピ 在宅避難で役立つ 食まわりの知恵から日ご

ろの備えまで』（クックパッド株式会社 扶桑社）には肉じゃが、ニンジンバターライス、クリームパスタなどの「ポリ袋

調理」や火を使わないレシピ、在宅避難のサバイバル術などが紹介されています。 

「備えよ、常に。」ご家庭での防災を考える際の参考にしていただければと思います。 

 

 

 

 

学校図書館で防災を考える 

さて、年明けから再び感染症が拡大し、市立小中学校の状況も現在先の見通しがなかなか立たない状態が続い

ています。校内の健康状況に関するお知らせや部活動、行事予定の変更など、今後も情報が入り次第、その都度お

手紙やメール配信等でお伝えしてまいります。突然のメール配信となり、ご迷惑をおかけする場合も多々あろうか

と思います。引き続きご理解とご協力の程、お願い申し上げます。 

◆当面の予定◆ 

２月９日（水）新入生保護者説明会 → 集合開催は中止。１２日（土）に物品の販売を行います（すでに該当の

小学校に連絡しています） 

２月１５（火）１６日（水）１７日（木）１、２年学年末テスト（年間予定から変更 すでにお知らせしています） 

３月９日（水）第３６回卒業証書授与式 ※時程などの詳細は改めてお手紙にてお知らせします。 

 

２月以降の予定等 

１月７日に地震を想定した避難訓練を行いました。災害時の対応につ
いて、ご家庭でもさまざまな機会に話題になさってください。 


